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【背景・目的】 
近年、腎嚢胞の存在が腹部大動脈瘤の形成と関与することが示唆されている。我々は以前に、

腹部大動脈瘤を含む剖検対象において腎嚢胞の数が腹部大動脈周囲径の拡大と関連すること

を報告した。しかし、（腹部大動脈瘤患者を除いた）正常被験者における大動脈拡張に対す

る腎嚢胞の影響は我々の知る限りでは報告されていない。本研究は、加齢や石灰化度など従

前より指摘されている動脈硬化症の危険因子に加え、腎嚢胞の有無や個数、およびその最大

径と、大動脈直径との関係を画像的に評価した。 
 
【対象および方法】 
腹部 CT を受けた成人 200 人を対象とした。腎嚢胞の存在、数および直径とともに、腎動脈

下（総腸骨動脈分岐点より 4cm 上方）における大動脈の直径、石灰化度を測定した。喫煙歴、

高血圧、糖尿病、高コレステロール血症などの年齢、性別、および動脈硬化症の危険因子の

有無を標準化値とした。すべての被験者の標準化値に基づいて、スピアマンの順位相関を用

いた相関分析を行った。さらに、大動脈径の独立因子を同定するために段階的重回帰分析を

行った。有意水準は P <0.05 に設定した。 
 
【結果】 
相関分析および段階的重回帰分析を含む統計分析を実施した。石灰化度が高いことを含む動

脈硬化症の大部分の危険因子だけでなく、腎嚢胞の有無、個数およびその最大径は、男性の

性別、加齢および大動脈径が大きいことと正の相関があった（P <0.05）。段階的重回帰分析

では、腎嚢胞の最大径がより大きいこと、高血圧の存在および加齢が、大動脈径が大きいこ

とと独立して関連していることが示された（P <0.05）。 
 
【考察】 
非大動脈瘤患者において、腹部大動脈瘤の形成または大動脈拡張の形成との関連が報告され

ている様々な因子を評価した。大動脈石灰化を含む動脈硬化症の危険因子だけでなく、腎嚢

胞に関する因子、特にその大きさが腹部大動脈径の拡大に関連することが示された。より大

きい腎嚢胞の存在は将来的な大動脈径の拡大を示唆する可能性があり、したがって定期的な

フォローアップも推奨される。 
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